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6月度・7月度勉強会のご案内

〈6月・7月の行事案内〉

いずれも参加費1,000円

「後継者のための」経営塾

成 岡 秀 夫 経 営 塾
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★偶数年は京都、奇数年は大阪で例年６月に特別講演会を開催している。今年は京都での開催であと２週間になった。
来年は勉強会が京都・大阪通算で200回になるのを記念して、少しずらせて12月に開催の予定だ。区切りの年だから、
何か記念の企画をしようと今から検討中だ。まだ今年も終わっていないけど。（な）

★ゴールデンウィークに実家に帰ったら、ご近所に喫茶店ができていました。信号もコンビニもないような田舎町なので、お客さんが来るのかなあ
と心配でしたが、ネットで検索してみると、いくつかのブログに訪問記が載っていて、けっこう好評のようです。田舎ならではの、ほっとする雰囲
気が受けているみたいです。今回は時間がなくてお店には入れなかったのですが、夏には行ってみたいです。（き）

６月3日（木）18:30～ 
社団法人診断協会京都支部理事会
場所：京都産業会館７階
６月5日（土）13:00～ 
とやまキトキトネット記念講演
場所：富山商工会議所

6月12日（土）14:00～ 
NMO特別記念講演会・懇親会
場所：からすま京都ホテル２階

6月13日（日）14:00～ 
情報診断士の会６月例会
場所：大阪産業創造館
6月19日（土）18:00～ 
洛星高等学校第13期生卒業40周年記念同窓会
場所：有馬兵衛向陽閣

7月1日（木）18:30～ 
協同組合京都府診断士会理事会・
社団法人診断協会京都支部常任理事会
場所：KRPスタジオ棟協会事務所

7月3日（土）14:00～ 
洛星野球部OB会総会・懇親会
場所：洛星高校視聴覚教室・グランド

7月4日（日）14:00～ 
情報診断士の会７月例会・総会
場所：大阪産業創造館

IT経営塾勉強会京都例会
日　時：７月８日（木）　19:00～21:00
場　所：四条地下鉄ビル5F会議室（からすま京都ホテル2軒北隣）
講　師：馬場　喜芳氏（バンテック株式会社 代表取締役）
テーマ：システム開発の現場から（仮）
　　　　～IT業界の実態と今後の展望～
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IT経営塾勉強会大阪例会
日　時：７月21日（水）　19:00～21:00
場　所：大阪産業創造館6F-D会議室（地下鉄堺筋本町駅徒歩3分）
講　師：杉森　隆志氏＆清田　典章氏
　　　　（株式会社マネージメントリファイン／社会保険労務士）
テーマ：最近の中小企業に向けた労務関係の重要な変更点
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　IT経営塾勉強会の主宰代表であり中小企業診断士の成岡秀夫が、「寺子屋」方式
で経営塾を開講します。会社経営に必須の項目を、少人数制で基礎から懇切丁寧
に講義します。経営者の方でなくても歓迎いたしますので、ぜひご参加ください。

（１）貸借対照表の数字の中味を理解する：資産と負債
（２）損益計算書の数字の中味を理解する：損益と収支とキャッシュフロー
（３）事業を運営する：事業計画の作成と予算管理
（４）組織を活性化する：モティべーションアップの方策

第7期…現在開講中（すべて土曜日）
定員は毎回５名／受講料は毎回5,000円
日程等詳しくはホームページをご覧ください。http://www.nmo.ne.jp/juku/

　引き続き「後継者のための経営塾」を開講します。対象者は、後継者となられる
あるいは現在後継者である経営者の方々です。今後会社を継がないといけない方、
会社を継いだけど何をどうしていいか分からなくて困っている方々を想定してい
ます。
　今までの「成岡秀夫経営塾」同様に、寺子屋方式で学習します。

（１）事業承継のために知っておくべきこと
（２）会社を経営するために知っておくべきこと
（３）資金調達のために知っておくべきこと
（４）経営革新を進めるために知っておくべきこと
（５）ITを利用活用するために知っておくべきこと
（６）組織を活性化するために知っておくべきこと

第3期…現在開講中（すべて土曜日）
定員は毎回５名／受講料は毎回5,000円
日程等詳しくはホームページをご覧ください。http://www.nmo.ne.jp/koukeijuku/

日　　時：６月12日（土）14:00～
場　　所：からすま京都ホテル２階（京都市下京区烏丸通四条下ル）
特別記念講演：株式会社イシダ成長の秘密～いままでと、これから～
　　　　　株式会社イシダ　代表取締役社長　石田　隆英氏
基調講演：成長した企業の共通項とは何か～京都の中小企業での成長のキーワード～
　　　　　株式会社成岡マネジメントオフィス　代表取締役　成岡　秀夫

トークセッション：石田　隆英氏×成岡　秀夫
懇親会：17:15開始　19:00終了予定
会　費：セミナー2,000円／懇親会3,000円

どなたでもご参加いただけます！ 詳細･お申込はホームページをご覧ください。
http://www.nmo.ne.jp/seminar10/

2010年度特別セミナー　未来に向かい成長の戦略を描く

　京都リサーチパーク（以下KRPと略す）は京都府、京都市、地元産業界との協力・連携のもと、新産業創出拠点、産学公連携拠
点の実現を目指して1989年にオープンしました。全国発の民間運営によるリサーチパークであり、運営を行なっているのが京都リサ
ーチパーク株式会社（以下KRP㈱と略す）です。
　オープンして以来、民間企業の柔軟さを十分に発揮し、インターネットビジネスやデジタルコンテンツ、医療・バイオ、ナノテク
といった成長産業分野を含む事業者に対して、ハード、ソフトの両面から事業環境を支援しています。現在入居企業は約250社を
数え、この10月には京都市産業技術研究所と９号館から構成される新棟もオープンします。
　また、京都大学を始めとする大学や学術研究機関や産業界、行政機関、国内外のリサーチパークなどとの広範なネットワークを構
築しビジネスの基盤作りをバックアップしています。
　今回は、KRP㈱の左納社長に、過去を振り返り今後を展望するという切り口でインタビューをさせていただきました。今後の
KRPの発展にかけるなみなみならぬ強い決意が感じられるインタビューでした。

Interview編集長インタビュー

成岡：本日はお忙しいところありがとうござい
ます。まずはKRPのスタートから現在
までを少したどっていただけますか？

左納：いろいろな場所にパンフレットを置いて
いますが、意外とまだ知られていないか
もしれません。弊社は約20年前に設立さ
れ、大阪ガス工場の跡地をどう有効活用
しようかというプロジェクトでスタート
した事業です。当初商業施設などの案もあったようですが、
もともとが公益事業なので地元に貢献するという意味からも、
「リサーチパーク」という構想が生まれました。モデルは米国
フィラデルフィアのユニバーシティ･シティ・サイエンス･セ
ンター（UCSC）です。

成岡：20年前というと1989年（平成元年）ですか？
左納：そうです。当初東地区（七本松通りの東側地区）に１号館、

２号館が建設され、京都府、京都市などの公的産業支援機関
と入居企業34社でスタートしました。公的産業支援機関が同
じ場所に集積するのは非常に珍
しいケースです。堀場製作所の
当時の堀場会長（現最高顧問）
に非常にご尽力いただきました。

成岡：それから順番に地区開発が進む
わけですね。

左納：経済環境の変化や阪神大震災などいろいろなことがありまし
たが、おかげさまで順調に来ました。現在西地区に新棟を建
設中です。この10月にはオープンします。現在、入居企業数
は約250社でそのうち35％がIT系の企業です。

成岡：250社とはまたすごい多くの企業さんの数ですね。
左納：ここで育たれたIT系の企業さんが先日、ソーシャル時代の情

報発信についてのセミナーを開催されました。「我々はKRP
で育ち、当初間借りから出発した。しかし、最近京都発の新

しい会社が育たない。もう一度ここから新しい企業を育てた
い」という主旨でした。感激しましたね。基本は入居企業の方々
に喜んでもらうことです。このKRPに来たら、何か新しい
こと、付加価値がある。単なるただのビジネスパークではない。
そこが他社と違うところです。創業からの企業がずっと入居
してくれているところもあります。何か入居企業の方々のビ
ジネスのお手伝いができればいい。そのためには250社のパワ
ーを利用しない手はない。お手伝いできることは山ほどある
と思っています。

成岡：250社の企業さんが相互に全部分かるのは大変ですね。
左納：地区開設時は企業数もすくなく、わきあいあいとした雰囲気

がありました。しかし企業数が増えるに伴い、最近は地区の
一体感がなかなか感じられなくなってきているのではないか
と危惧しています。そこで、昨年地区開設20年行事のときに
入居企業の展示会を開催し非常に好評でした。担当者は大変
でしたが、これこそリサーチパークの仕事だ、ずっと続けろ
と言っています。

成岡：カタカナ系の会社は何をやって
いるか分からないところも多い
です。先日我々の所属する診断
協会もスタジオ棟に入居しまし
た。敷地が広いのに改めて驚き
ました。

左納：アステム、京都府、京都市の建物、産業技術研究所、大阪ガ
スやマルホ様など１社で棟ごとお借り頂いているところもあ
り、非常に多様な構成になっています。入居率も90数%を維
持しています。iPS細胞の山中先生のプロジェクトもおられ
ますし、今秋、繊維技術研究所も移転してきます。また京都
高度技術研究所と共同でインターネット上での共同研究の仕
組み（バーチャルラボ）に取り組むなど、KRPは変り続けて
います。

●京都リサーチパーク株式会社 様

お話しをうかがった
左納徹郎社長

インタビューの模様 東地区の１号館
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多次　貞二 さん

IT経営のポイント

今月の推薦図書今月の推薦図書
　みなさん、こんにちは、多次貞二
です。昨年６月３日に西脇地域職業
訓練センターにて、深田会計事務所・
株式会社ブレイン共催、講演「不況
をはねのけるために」（講師：成岡
秀夫）を聴講して、特に講師ご自身
の失敗談は非常に参考になりまし
た。なお、株式会社ブレインの神戸
壽社長とは中高の同期です。神戸さ
んに誘われて参加したのがきっかけ
です。それ以来、都合のつく限り、ＩＴ経営塾勉強会に参加して
います。
　弊社は試薬・工業薬品・理化学機器の販売を手がけ、設立は昭
和25年12月13日で今年が60周年です。最初の30年は神戸工
業（現富士通テン）、富士通を主ユーザーとし、真空管材料、半
導体材料、高純度薬品を手がけ、次の30年はファイザーを主ユ
ーザーとし医薬品原料、飼料添加物を取り扱い、これからの30
年は……というところでしょうか？
　よく会社の寿命は30年といいますが、主ビジネスの寿命は30
年と思うようになりました。どんなに素晴らしい事業でも30年
しかもたないと考えておいたほうがよい。じゃあ次の30年は何
を主ビジネスとしていくのかということになりますが、そんなも
の簡単に手に入るわけがない。まさに暗中模索というところです。
取捨選択しながらダボハゼしていくこととしています。

●法人データ●
株式会社多次商店
〒653-0015 神戸市長田区菅原通２丁目４番地
TEL：078-575 -7985　FAX：078-575 -7511
http://www.tajishoten.co.jp/

　先に、ＩＴに詳しくない経営者の方は最初にＩＴを活用した経
営手法や他社事例を勉強するのがよい、と書きました。しかしそ
れを真似してすぐにＩＴ化を進めてはいけません。他社でうまく
いっているからといって、自分の会社でうまくいくとは限りませ
ん。他社とは、いろんなことが異なります。社員、取引先、社風
や企業文化、そして経営者自身も異なります。

　たとえば、他社でＳＣＭ（サプライ・チェーン・マネジメント：
材料の調達から生産、物流、販売という業務プロセスのつながり
全体の最適化を図り、コスト削減・納期短縮を目指す経営手法。
販売状況や生産計画、在庫などの情報をＩＴで関係者全員が見え
るようにして実現することが一般的。）がうまくいっているから

といって、ＩＴだけ導入してもうまくいきません。確かにＩＴ化
によって情報は皆に見えるようになるかもしれませんが、もし機
械のトラブルなどで生産計画通りに生産できないことが頻繁に起
こる会社だとその生産計画情報は信用できません。そうなれば情
報を見えるようにしても意味がなくＳＣＭはうまく行きません。
そういう会社はＳＣＭ導入よりも生産を安定させることを優先さ
せるべきです。

　他社の事例には参考になるところが多くありま
す。ただそのまま採用するのではなく、
自社や協力会社の実情を踏まえて、他社
の事例の取り入れるところ、見直すとこ
ろを判断するのが経営者の役割です。

経営者はどこまで
ITの知識が必要か ⑵

vol.6

小島総合研究所　小島康男
兵庫県西宮市浜甲子園3－3－19－405
TEL：0798－41－0402　FAX：0798－41－0402
http://www.kojima-souken.com/
E-mail：PXL05365@nifty.com

編集長インタビュー
成岡：新棟のあとの事業計画はどんな姿なのでしょうか？
左納：長い目で見れば、西地区の駐車場のスペースに２棟くらいは

建設できる場所はあります。当面は京都市産業技術研究所と
９号館の複合棟である新棟をきちんと立ち上げることが先決
だと思っています。９号館は成長企業のシンボルになるよう
な棟にしたいと願っています。
地区内で成長した企業様がよ
り高いステータスを求めてご
入居頂くというイメージです。
８号館もそういう主旨で建設
した棟です。

成岡：これくらいいろいろな支援機関が集積すると非常に面白いこ
とが生まれそうな予感がします。

左納：そうですね。KRPも20年経ってやっと成人式を迎えました
（笑）。ここで創業された企業の方は大変愛着があると言って
いただいています。さらに一層喜んでいただくことは何だろ
うと考えています。９号館を成長企業の集積地にして、KRP
の中から移っていただく。４号館、６号館はデータセンター
の主なお客さまであるIT系企業様の集積地かと考えていま
す。データセンターというのは立地の場所はどこでもいいの
かと思っていましたが、運営、運用する企業からすると近く
にないといけない。利用する側は世界のどこからでもいいの
ですが、運用する側はそうはいかない。近くにないといけな
いのです。

成岡：伝統産業系の企業は、企業規模の数字より継続している年数
をバロメーターに言われる企業さんも多いですが。

左納：伝統産業系はそうでしょう。でも、ベンチャーはある程度ま
で成長することが必要です。京都には伝統的な事業ドメイン
から新規分野に進出し成長した企業も沢山あります。我々は
事業の初期の段階から成長を支援することが重要と思います。
もっとも一昨年のリーマンショックのときには、入居企業さ
んも結構ダメージはありました。あまり関係ないかと思って
いましたが、やはり余波は来ました。研究開発費などの削減
の影響があったと感じています。

成岡：考えてみればKRPさんは純粋な株式会社ですね。こういう
形態も珍しいですね。

左納：行政などにも注目していただいています。純粋な株式会社で
運営しているところはほとんどないでしょう。非常に珍しい
ケースだと思います。入居企業さんを大事にして、成長して
いただきたいと思っています。特に京都のためになるような
企業に来て頂きたい。規模が大きい企業さんだからOKでは
ないのです。京都のために、京都の活性化につながるような
企業であって欲しい。京都大学との連携で情報産業系の活性
化研究会も立ち上げました。京都にはデザイン系の大学も多
いので、長期的に育てる視点が必要です。またオープンイノ
ベーションマッチングという事業もスタートしています。中
小企業基盤整備機構との事業では、堺市、愛知県豊田市、東
京都大田区などとの共同事業も行ないました。次第に全国区
になっていきていると実感しています。

成岡：つい最近西陣の町家スタジオ事業がキックオフしました。
左納：NPO法人としてやってこられたのですが、京都府の事業を

活用する形でお受けしました。サロン的に集まってわいわい

がやがやのイベントをしたり、講演会、交流の場で何かを作
り上げることができないか、いろいろとやってみようと思っ
ています。最終的には、なんと言ってもビジネスは人と人と
のご縁で成り立つものなので、
このような活動は継続している
ことが大事だと思っています。

成岡：KRPではものづくり企業が入る
ことはなかなか難しいですね。

左納：直接のものづくりにはそれなり
の設備が要りますので難しい面
があります。ただ、試作センタ
ーさんに入居いただいており、
開発系のものづくりがあること
は大きな特徴です。試作センタ
ーさんに協力して頂き、再生医
療をサポートするプロジェクトも始めました。京都大学とコ
ラボレーションしています。本当のものづくりの何百坪とい
う工場はこの地には無理です。そこは割り切って考えるべき
かと思います。

成岡：今年は新棟の立ち上げが一番大きな目玉事業ですね。
左納：９号館の竣工式が８月、産業技術研究所は10月です。やはり

キーワードは、「京都のため」「京都発世界」だと思います。
成長して東京に進出したり、自社ビルを建ててKRPから卒
業される企業様もおられますが、その分新たな企業を誘致し、
それらの企業に成長していただく。そういういい循環ができ
る仕組みを作りたいです。母校で育った企業さんは出て行っ
ても忘れないでしょう。そこまで成長したら母校への愛着が
あると思います。また、「われこそは」と思う企業さんは、是
非一度KRPにお越しいただきたいと思います。

成岡：成功事例も出てきています。
左納：そうですね。そのような成

功事例のPRとして地元メ
ディアへの露出も大事だと
考えています。KRPがキ
ーになって目に触れて、こ
んなことやっているんだ、前に聞いたことがあるなあという
イメージが浸透するようにしなければいけません。刈り取り
しながら種まきしているようなものです。土はだいぶできた
と思っています。あとは常に水をまきながら強い作物を育て
る支援を強化していきます。

成岡：本日はどうもありがとうございました。

●法人データ●
京都リサーチパーク株式会社
代 表 者 代表取締役社長　左納　徹郎
所 在 地 〒600-8815　京都市下京区中堂寺粟田町93番地
創　　業 1987年10月1日
資 本 金 1億円（大阪ガスグループ ㈱アーバネックス100%出資）
従 業 員 79名（2010年5月現在）
事業内容 リサーチパークの開発・運営
U R L http://www.krp.co.jp

ご入居についてのお問合せは、
eigyou@krp.co.jp　075-315-9333まで

●京都リサーチパーク株式会社 様

新棟完成予想図

KRP地区マップ

町家スタジオ外観

町家スタジオ室内

●それでも、日本人は「戦争」を選んだ
著　者：加藤　陽子（東京大学文学部教授）
発　行：朝日出版社
発行日：2009年７月30日初版発行
　　　　2009年12月20日初版第12刷発行
定　価：1,700円＋消費税
　こんな非常に硬派な書籍がなんと半年な
らないで12刷を数えているという。この書
籍の存在は当初全く知らなかったが、某書
評雑誌で紹介されているのを見て、すぐに
アマゾンで注文した。たまにはビジネス書から離れて、こう
いう歴史ものを読んでみたいと思ったからだ。もともと、世
界史、近現代史は好きだし、興味があった。現状を理解する
には、歴史を勉強するのが一番の近道なのだ。
　この書籍は、著者が日清戦争から太平洋戦争までの当時の
日本人の重たい選択を、高校生にした特別授業の内容から書
き下ろしたものだ。
　大学の先生の講義は、まわりくどくて面白くないが、これ
は高校生に向けた授業をベースにしているので、非常に分か
りやすい。
　対象を高校生にしているので、最近のテーマも挿入されて
いる。9・11テロ後のアメリカと日中戦争の時代の日本での
共通する対外認識とは何か。膨大な戦死者を出した戦争の後
に国家が新たに立ち上がるときの契約とは何か。戦争という
ものの根源的な特徴は何か。
　つまるところ、その時々の戦争は、国際関係、地域秩序、
当該国家や社会に対していかなる影響を及ぼしたのか。戦争
の前後でどのような変化が起きたのか。
　高校生に、もし自分が作戦計画の当事者ならどうしたのか
を、考えてもらうなどという大胆な試みも入っています。
　極めて硬派な書籍の印象を受けますが、読んでみると非常
に面白い。この増刷の数字が物語っています。

●目次
序　章：日本近現代史を考える
第１章：日清戦争…「侵略･被侵略」では見えてこないもの
第２章：日露戦争…朝鮮か満州か、それが問題
第３章：第一次世界大戦…日本が抱いた主観的な挫折
第４章：満州事変と日中戦争…日本切腹、中国介錯論
第５章：太平洋戦争…戦死者の死に場所を教えられなかった国


	ol1006 1.pdf
	ol1006 2.pdf

